
JP 2008-107590 A 2008.5.8

10

(57)【要約】
【課題】　液晶表示素子における液晶層の対向電極間に
印加する電圧の調整を正確に行うことにより、フリッカ
の発生を減少させ、液晶層の焼き付きによる寿命の低下
を防止する。
【解決手段】　液晶層８４の両側に画素電極７６と共通
電極８８とを対向して配置した対向電極間に電圧を印加
することにより光の透過又は反射を調節する液晶表示素
子７０と、対向電極間に印加する電圧を所定の周期で反
転させる交流化反転を行う共通電極駆動手段２６とを有
する液晶表示装置１０に用いる電流検出回路３０であっ
て、共通電極駆動手段２６から対向電極間に供給してい
る電流を検出する電流検出回路３０を設けた。
　この電流検出回路３０が出力する電流を観測しながら
対向電極間に印加する電圧を調整することにより、当該
電圧の偏りを減少させることが可能となり、フリッカが
少なく寿命の長い液晶表示素子７０を提供することがで
きる。
【選択図】　図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　液晶層の両側に画素電極と共通電極とを対向して配置した対向電極間に電圧を印加する
ことにより光の透過又は反射を調節する液晶表示素子と、前記対向する電極間に印加する
電圧を所定の周期で反転させる交流化反転を行う交流化反転回路と、前記交流化反転回路
から前記対向電極間に供給している電流を検出する電流検出回路と、を備えることを特徴
とする液晶表示装置。
【請求項２】
　前記交流化反転回路と前記共通電極との間に接続した抵抗器を備え、前記電流検出回路
が前記抵抗器の両端に発生した電圧により電流を検出する回路であることを特徴とする請
求項１に記載の液晶表示装置。
【請求項３】
　前記電流の検出を行う電流検出モードと、前記電流の検出を行わない画像表示モードと
の切り替えの指示を入力するモード切替信号入力手段と、
　前記モード切替信号入力手段が電流検出モードの指示を入力した場合には、前記交流化
反転回路と前記共通電極との間に前記抵抗器を接続し、前記モード切替信号入力手段が画
像表示モードの指示を入力した場合には、前記抵抗器を介さずに前記交流化反転回路と前
記共通電極を接続する接続切替手段を備えることを特徴とする請求項２に記載の液晶表示
装置。
【請求項４】
　前記電流検出回路が、検出した電流を積分して出力する積分回路を備えることを特徴と
する請求項１～３のいずれか一項に記載の液晶表示装置。
【請求項５】
　前記検出した電流の刻々の振幅の最大値を検出して保持するピークホールド回路を有す
ることを特徴とする請求項１～３のいずれか一項に記載の液晶表示装置。
【請求項６】
　液晶層を挟むように互いに対向して配置された画素電極及び共通電極と、前記液晶層に
印加する電圧を所定の周期で反転させる交流化反転を行う交流化反転回路と、前記液晶層
に印加する電圧を調整する電圧調整手段を有する液晶表示装置の駆動方法であって、
　前記画素電極と前記共通電極との間に供給している電流を検出する工程と、
　前記電流が前記交流化反転の前後で対称な電流となるように、前記画素電極と前記共通
電極との間に印加する電圧を調整する工程と、を含むことを特徴とする液晶表示装置の駆
動方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、液晶表示装置及びその駆動方法に係り、特に、液晶表示素子における液晶層
に印加する電圧を交流化反転する際に液晶層の対向電極間に供給している電流を検出し、
対向電極間に印加する電圧を調整する方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、マトリクス方式の液晶表示素子を用いた液晶表示装置が用いられている。この種
の液晶表示装置では、液晶表示素子における液晶層の両側に配置した対向電極間に電圧を
印加することによって光の透過又は反射を調節している。この液晶表示素子の対向電極間
に、僅かであっても一方向に偏った電圧を印加し続けると、焼き付きや、白点しみなどの
色むらが発生して、表示画像の画質が著しく低下する不具合が知られている。このような
不具合の発生を防止するために、対向電極間に印加する電圧の極性を１フィールド毎又は
１ライン毎に所定の周期で交流化反転して、対向電極間に極端間に偏った電圧が印加され
ないように工夫されている。
【０００３】
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　従来、交流化反転信号レベルを増幅器のダイナミックレンジの中心に設定し、かつ、液
晶表示素子の対向電極電位を液晶印加電圧の平均値に合わせるための発明が知られている
（例えば特許文献１を参照）。特許文献１によれば、画素電極に対して交流信号を出力す
る増幅器のダイナミックレンジの中心に交流化反転の信号レベルを設定し、対向電極電位
を液晶印加電圧の平均値に合わせることによって、反転された信号の一方がクリップして
本来の入力信号と異なる非対称な交流信号が液晶素子に与えられる不具合をなくすことが
できるとされている。
【０００４】
　また、特許文献１以外にも、実際に所定の階調を有するテストパターンを液晶表示装置
に表示しておき、当該表示したテストパターンをカメラで撮像して、交流化反転を行って
いる状態でフリッカを測定し、このフリッカが少なくなるように液晶表示素子の共通電極
に印加する電圧を調整するフリッカの調整方法が知られている。
【特許文献１】特開２００５－２５８４１２号公報（第３図）
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　特許文献１に記載の液晶駆動回路の発明では、バイアス調整回路のレベル設定器を用い
て、バイアス電圧を後段のバッファ回路のダイナミックレンジの中心に一致するように設
定する旨の記載があるが（特許文献１の段落番号［００１９］参照）、特許文献１の図３
に示されるような電圧波形を観測しながら厳密にバイアス調整回路のレベル設定を行うこ
とは困難な場合がある。
【０００６】
　また、液晶表示装置に表示したテストパターンをビデオカメラで撮像し、交流化反転を
行っている状態でフリッカを測定し、このフリッカが少なくなるように液晶表示素子の共
通電極に印加する電圧を調節することによって、ビデオカメラが輝度の差を精度良く検出
していることを前提として、フリッカを減少させることが可能である。しかし、フリッカ
の発生が黒レベル付近、又は白レベル付近で問題になる場合には、黒レベル付近又は白レ
ベル付近ではビデオカメラの色彩検出能力が不足するので、フリッカの検出精度が悪化す
る場合がある。ビデオカメラによるフリッカの検出精度が悪い場合には、液晶表示素子の
共通電極に印加する電圧の調整がラフになるために、交流化反転時において共通電極に印
加する電圧がいずれか一方向に偏ってしまう。この共通電極に印加する電圧の偏りは、液
晶表示素子の寿命を短くする原因となる。
【０００７】
　更に、フリッカの発生程度が階調に応じて変化する場合もあるので、交流化反転時にお
いて対向電極間に印加する電圧を、あらゆる階調で精度良く調整する要求もある。
【０００８】
　また、薄膜トランジスタを画素毎に設けた液晶表示素子のフレームレートを向上させる
ために、薄膜トランジスタのチャンネル長を長くすると、薄膜トランジスタのゲート－ド
レイン間に寄生する寄生容量Ｃｇｄも増大する。特に、高速な駆動が要求されるフィール
ドシーケンシャル方式の液晶表示素子の薄膜トランジスタでは、従来の薄膜トランジスタ
と比較して寄生容量Ｃｇｄが５倍ほど大きくなっている。この寄生容量Ｃｇｄの増大によ
り、ゲートを選択した際のフィードスルー（寄生容量Ｃｇｄによりゲート電流がドレイン
側に流れ込む現象）が増大して、交流化反転時に対向電極間に印加される電圧が偏るとい
う不具合が顕著になる。
【０００９】
　また、液晶表示装置に表示したテストパターンをビデオカメラで撮像し、フリッカが最
小になるように共通電極の電圧を調整する方法では、フリッカが最小になったとしても、
交流化反転時における共通電極の電圧が偏っている可能性があり、そのまま液晶表示素子
を使用し続けると液晶表示素子の寿命が短くなる可能性がある。
【００１０】
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　本発明は上記課題を解決するためになされたもので、液晶表示素子における液晶層の対
向電極間に印加する電圧を所定の周期で反転させる交流化反転を行っている状態で、当該
対向電極間に供給している交流の電流を検出することによって、対向電極間に印加する電
圧の調整を容易にする液晶表示装置を提供することを目的としている。
【課題を解決するための手段】
【００１１】
　上記課題を解決するため、本発明の液晶表示装置は、液晶層の両側に画素電極と共通電
極とを対向して配置した対向電極間に電圧を印加することにより光の透過又は反射を調節
する液晶表示素子と、対向する電極間に印加する電圧を所定の周期で反転させる交流化反
転を行う交流化反転回路と、交流化反転回路から対向する電極間に供給している電流を検
出する電流検出回路を備える構成とした。
【００１２】
　また、本発明の液晶表示素子の印加電圧の調整方法は、交流化反転回路から前記画素電
極と前記共通電極との間に供給している電流を検出する工程と、この電流が交流化反転の
前後で対称な電流となるように画素電極と共通電極との間に印加する電圧を調整する工程
とを含む方法とした。このとき、交流化反転回路から電極間に供給している電流は電流検
出回路を用いて検出できる。
【発明の効果】
【００１３】
　本発明によれば、液晶表示素子の対向電極間に印加する電圧を所定の周期で反転させる
交流化反転を行っている状態で、当該対向電極間に供給している交流の電流を検出して、
この電流の平均値が零になるように対向電極間に印加する電圧を調整しているので、液晶
表示素子の対向電極間に印加する電圧の偏りを減少させることが可能となり、液晶層にお
けるイオン成分の発生や分極が抑えられ、液晶表示素子の焼き付き等が防止される。その
ため、フリッカが少なく寿命の長い液晶表示素子を提供することが可能となる。また、対
向電極間に供給している電流を用いて調整を行うので、どのような階調であっても、精度
良く対向電極間に印加する電圧を調整することが可能となる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１４】
　本発明の実施形態に係る液晶表示装置１０の概略構成を図１に示す。液晶表示装置１０
は、入力した映像信号に対して予め定めた階調に変換する処理を行って出力する階調変換
手段１２と、入力した映像信号を用いて水平ライン毎の階調信号と垂直方向の走査電極駆
動タイミング信号、バックライトの発光制御信号、及び、共通電極駆動信号のタイミング
を制御しつつ出力する制御手段１４と、水平ライン毎の階調信号を入力して液晶表示素子
７０に信号電極駆動信号Ｓｎを出力する信号電極駆動回路１６（交流化反転回路の一形態
）と、走査電極駆動タイミング信号を入力して液晶表示素子７０に対して水平ライン毎の
走査電極駆動信号Ｇｍを出力する走査電極駆動回路１８と、画像を形成する光を発光する
バックライト２０と、バックライト２０が発光した光の光量を画素毎に調節して透過させ
ることにより画像を形成する液晶表示素子７０とを備えている。実際の液晶表示素子７０
では、走査電極駆動信号Ｇｍを出力する走査電極は数百本以上形成し、信号電極駆動信号
Ｓｎを出力する信号電極も同様に数百本以上形成している。
【００１５】
　また、液晶表示装置１０は、制御手段１４が出力した発光制御信号に基づいてバックラ
イト２０の発光光量及び発光タイミングを制御する発光制御手段２４と、制御手段１４が
出力した共通電極駆動信号に基づいて液晶表示素子７０の各液晶層８４に設けられている
共通電極８８（対向電極の一方）に印加する電圧を制御する共通電極駆動手段２６（交流
化反転回路の一形態）とを備えている。
【００１６】
　共通電極駆動手段２６には、液晶表示素子７０の各共通電極８８に印加する電圧を調整
する共通電極電圧調整手段２７を設けてある。この共通電極電圧調整手段２７を用いるこ



(5) JP 2008-107590 A 2008.5.8

10

20

30

40

50

とにより、対向電極間（液晶層８４の画素電極７６と共通電極８８との間）に印加する電
圧を所定の周期で反転させる交流化反転を行った際に、対向電極印加電圧が正負対称にな
るように共通電極８８の印加電圧を調整することができる。
【００１７】
　なお、共通電極電圧調整手段２７を設けて各共通電極８８に印加する電圧を調整する代
わりに、交流化反転を行った際の信号電極駆動信号の中心電圧を調整する中心電圧調整手
段１７を、信号電極駆動回路１６に設けるように構成してもよい。また、共通電極電圧調
整手段２７を設けて共通電極８８に印加する電圧を調整する代わりに、交流化反転を行っ
た際の正印加電圧及び負印加電圧の補正値を階調変換手段１２に予め記憶しておき、階調
変換手段１２が、入力した映像信号に対して正印加電圧時及び負印加電圧時毎に補正を行
った映像信号を出力することにより、画素電極７６に印加する信号電極駆動信号Ｓｎの電
圧を調整するように構成してもよい。
【００１８】
　また図１に示す実施形態では、共通電極８８と共通電極駆動手段２６との間に電流検出
回路３０を設けることにより、対向電極間に印加する電圧を所定の周期で反転させる交流
化反転を行った際に、対向電極印加電圧が正負対称となっているか否かの判断を行うこと
を可能にしている。なお、電流検出回路３０は、共通電極駆動手段２６の内部に設けるよ
うに構成してもよい。
【００１９】
　図１に示す液晶表示素子７０は、液晶層８４の両側に画素電極７６と共通電極８８とを
対向して配置した対向電極間に、所定の電圧を印加することによって、バックライト２０
が発光した光の透過又は反射を調節する。液晶表示素子７０の各画素には、液晶層８４に
印加する電圧を所定の期間保持するための保持容量７７と、画素電極７６に印加する信号
電極駆動信号Ｓｎを走査電極駆動信号Ｇｍを用いて選択する薄膜トランジスタ７９とを備
えている。
【００２０】
　図１に示すように、各共通電極８８と共通電極駆動手段２６との間に電流検出回路３０
を設けることによって、より正確に交流化反転を行った際に対向電極間に印加する電圧の
偏りを検出することが可能となる。なお、保持容量７７を設けずに液晶表示素子を構成す
る場合には、画素電極７６と導通している信号電極側に電流検出回路を設けるように構成
してもよい。
【００２１】
　次に、液晶表示装置の構成について図２を用いて説明する。図２は、バックライト２０
及び液晶表示素子７０を側面側から見た断面図である。バックライト２０は、液晶表示素
子７０に対して下面から光を照射する機能を有する。バックライト２０は、側方から導光
板５２に対して光を発する光源５０と、側方から入射した光を液晶表示素子７０側に出射
する導光板５２と、導光板５２の内部に設けられ、側方から入射した光を反射させて液晶
側の一面側に極力均一に出射する働きをするプリズム５６と、導光板５２の下面に達した
光を反射させることにより、液晶表示素子７０側に出射する光の割合を増加させるミラー
５８とを備えている。
【００２２】
　次に、バックライト２０の作用について説明する。光源５０が発した光の殆どは、放射
状に拡散しながら導光板５２の上面又は下面に到達する。導光板５２の上面に到達した光
のうち、導光板５２の上面に対して臨界角以上の角度で入射した光は、導光板５２から液
晶表示素子７０側に屈折し、浅い角度で出力される。臨界角とは、導光板５２とその外部
の屈折率の割合に応じて定まる定数である。導光板５２の上面に対して臨界角以下の角度
で入射した光は、導光板５２の上面内側で全反射して、再度導光板５２の内部を透過して
ゆく。一方、導光板５２の下面に到達した光は、導光板５２の下面に設けたミラー５８に
より全反射されて、再度導光板５２の内部を透過してゆき、最終的には導光板５２の上面
から液晶表示素子７０側に出射する。
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【００２３】
　次に、光学シート６０の構成について説明する。光学シート６０は、導光板５２の上面
から出力される角度の浅い光の向きを、屈折により変更させるドット印刷６２と、導光板
５２から出力された光を更に全方向に拡散させて光量斑を減少させる拡散部材６４と、拡
散部材６４が全方向に拡散した光をＸ方向及びＹ方向に立たせることにより、入射した光
を垂直方向に集光させて利用者が垂直方向から液晶表示装置１０を見た際の明るさを増大
させる働きをするプリズムシート６６Ｘ、６６Ｙと、光源５０が発する広い発光スペクト
ラムをより好ましいバックライト特性に補償する補償板６８とを備えている。
【００２４】
　次に、液晶表示素子７０の構成について説明する。液晶表示素子７０は、バックライト
２０が発光した光のうち、一方向に振動している成分の光を透過させる偏光板７２、９２
と、液晶層８４を保持するガラス基板７４、９０と、画素を構成する液晶に電圧を印加す
る画素電極７６及び共通電極８８とを有している。ガラス基板７４の表面には薄膜トラン
ジスタ７９や画素電極７６、配光膜（図示せず）を形成することができる。また、ガラス
基板９０の表面には、共通電極８８や配光膜（図示せず）を形成することができる。
【００２５】
　液晶表示素子７０が、ノーマリーブラックモードの表示素子である場合には、偏光板７
２の偏光特性と液晶層８４の下面に整列している液晶の偏光特性を９０度ずらしておく。
ノーマリーブラックモードの液晶表示素子とは、無電圧印加時に光の透過率が低く、電圧
印加時に光の透過率が高くなる液晶表示装置をいう。液晶分子は、それぞれの配向方向に
従って、９０度ねじれた配列で並んでいるので、偏光板７２の偏光特性と偏光板９２の偏
光特性を一致させておくことによって、液晶の分子を回転させた状態で、バックライト２
０から入射した光が偏光板７２、９２を透過して、液晶表示素子７０から出力されるよう
になる。
【００２６】
　液晶表示素子７０の画素毎に明るさを設定して画像を表示する場合には、走査電極駆動
回路１８が液晶表示素子７０の走査電極を順次一本ずつ選択し、その選択した画素の信号
電極に画素の明るさに対応した電圧を印加する。電圧が印加されると、薄膜トランジスタ
７９を介して画素電極７６と共通電極８８との間に電圧が印加されて、液晶分子は電圧に
応じた位置まで回転する。電圧を印加しない状態では偏光板７２を透過した光の全てが液
晶の分子に沿って９０度回転していたが、液晶分子が回転したことにより偏光板７２を透
過した光の一部は直接偏光板９２に到達する。偏光板９２の偏光方向は、偏光板７２の偏
光方向と同一としてあるので、液晶層８４を直接透過した光は液晶表示素子７０の外部に
出力されて、その画素電極７６の部分だけ光の透過率が向上して明るくなる。全ての画素
電極７６について同様な状況を作り出すことによって、液晶表示装置１０に画像を表示す
ることができる。
【００２７】
　（実施例１）次に、電流検出回路の構成について、図３を用いて詳細に説明する。図３
は、本実施例に用いる電流検出回路３０Ａの構成を示す図である。図示するように、電流
検出回路３０Ａは、共通電極駆動手段２６の出力に接続する端子Ｐｉと、共通電極８８に
接続する端子Ｐｏと、端子Ｐｉ及び端子Ｐｏ間に流れた電流Ｉｃを電圧Ｖｉｃに変換して
出力する電流検出抵抗Ｒｄを備えている。
【００２８】
　例えば、液晶表示素子７０における一つの液晶層８４の容量が１ｐＦであって、対向電
極までの配線抵抗が３００Ω、対向電極間に印加する電圧が３Ｖの場合に、電流検出抵抗
Ｒｄを１Ωとすると、出力される電圧Ｖｉｃの値は最大で０．０１Ｖとなる。この電圧Ｖ
ｉｃの過渡応答波形は微分波形となるために、薄膜トランジスタ７９のゲートをＯＮにし
てから１０ピコ秒後の電圧Ｖｉｃの値は１ｍＶ以下に下がる。この電流検出抵抗Ｒｄの抵
抗値を大きく設定することにより、電流検出抵抗Ｒｄの両端に発生する電圧Ｖｉｃの値を
大きくすることができる。なお、複数の信号電極に同一波形の信号電極駆動信号Ｓｎを印
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加して、共通電極８８に流れる電流値を大きくするようにしてもよい。
【００２９】
　（実施例２）次に、図４を用いて、本実施例に用いる電流検出回路の構成を説明する。
増幅器３２を備えた電流検出回路３０Ｂの構成を図４に示す。図示するように、電流検出
回路３０Ｂは、共通電極駆動手段２６の出力に接続する端子Ｐｉと、共通電極８８に接続
する端子Ｐｏと、端子Ｐｉ及び端子Ｐｏ間に流れた電流Ｉｃを電圧に変換して出力する電
流検出抵抗Ｒｄと、電流検出抵抗Ｒｄの両端に発生した電圧に対して増幅処理を行って電
圧Ｖｉｃを出力する増幅器３２とを備えている。
【００３０】
　また、電流検出回路３０Ｂは、対向電極に印加されている電流Ｉｃを検出するとき（電
流検出モード時）にスイッチを開放することにより共通電極駆動手段２６と共通電極８８
との間に電流検出抵抗Ｒｄを接続して電流検出抵抗Ｒｄの両端に電圧を発生させるととも
に、共通電極８８に印加されている電流Ｉｃを検出しない実際の使用時（画像表示モード
時）には電流検出抵抗Ｒｄの両端を短絡させて共通電極駆動手段２６と共通電極８８との
間を電流検出抵抗Ｒｄを介さずに接続する接続切替手段ＳＷを備えている。また、電流検
出回路３０は、電流Ｉｃの検出を行う電流検出モードと電流Ｉｃの検出を行わない画像表
示モードとの切り替えの指示を入力するモード切替信号入力手段Ｐｃを備えている。
【００３１】
　上述のように、電流検出抵抗Ｒｄの両端に電圧Ｖｉｃが現れている時間は短いので、図
４に示すように電流検出抵抗Ｒｄの両端に現れた電圧を増幅して、増幅後の電圧Ｖｉｃを
出力することにより、電圧Ｖｉｃの観測が容易となり、交流化反転を行った際の共通電極
８８の印加電圧の調整や、信号電極駆動信号の中心電圧の調整が容易となる。なお、増幅
器３２は、電圧Ｖｉｃを出力する素子として説明したが、電流出力型の素子を用いるよう
にしてもよい。
【００３２】
　また、本実施例では、接続切替手段ＳＷを設け、電流検出モード時に開放信号Ｓｃを入
力して接続切替手段ＳＷを開放させることによって、電流検出抵抗Ｒｄの値を大きく設定
した場合であっても、画像表示モード時には共通電極８８に流れる電流Ｉｃが電流検出抵
抗Ｒｄをバイパスするようにして悪影響の発生を防止するようにしている。なお、この図
４に示した接続切替手段ＳＷを、図３に示した電流検出回路３０Ａの電流検出抵抗Ｒｄの
両端に接続するように構成してもよい。
【００３３】
　（実施例３）次に、図５を用いて、本実施例に用いる電流検出回路の構成を説明する。
増幅器３２及び積分回路３４を備えた電流検出回路３０Ｃの構成を図５に示す。図示する
ように、電流検出回路３０Ｃは、共通電極駆動手段２６の出力に接続する端子Ｐｉと、共
通電極８８に接続する端子Ｐｏと、端子Ｐｉ及び端子Ｐｏ間に流れた電流Ｉｃを電圧に変
換して出力する電流検出抵抗Ｒｄと、電流検出抵抗Ｒｄの両端に発生した電圧に対して増
幅処理を行う増幅器３２と、増幅後の電圧を積分して電圧Ｖｉｃを出力する積分回路３４
とを備えている。また、電流検出回路３０Ｃは、電流検出モード時にスイッチを開放する
ことにより電流検出抵抗Ｒｄの両端に電圧を発生させるとともに、画像表示モード時には
電流検出抵抗Ｒｄの両端を短絡させる接続切替手段ＳＷと、電流Ｉｃの検出を行う電流検
出モードと電流Ｉｃの検出を行わない画像表示モードとの切り替えの指示を入力するモー
ド切替信号入力手段Ｐｃとを備えている。
【００３４】
　積分回路３４は、増幅器３２が出力した電圧を所定の時定数で積分する容量Ｃｉ及び抵
抗Ｒｉと、容量Ｃｉに保持している電圧を所定の時定数で放電する抵抗Ｒｒとを備えてい
る。積分回路３４を設けることによって、電流検出抵抗Ｒｄの両端に発生する交流の微分
波形を直流に変換することが可能となり、電流Ｉｃの観測が容易となる。そして、交流化
反転を行った際の共通電極８８の印加電圧の調整や、信号電極駆動信号の中心電圧の調整
が容易となる。
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【００３５】
　図３～図５に示した各実施例では、電流検出抵抗Ｒｄを用いて交流化反転回路から対向
電極間に供給している電流を検出する実施形態を示したが、走査電極駆動信号Ｇｍを供給
している間だけ電流Ｉｃの検出する同期検波回路を用いるようにしてもよい。また、図５
では、抵抗Ｒｉ、Ｒｒ、及び容量Ｃｉを用いた積分回路の実施例を示したが、微分波形を
有する電流Ｉｃの振幅の最大値を、信号電極駆動信号Ｓｎの極性を用いて検出して保持す
るピークホールド回路を用いた処理を行って、電流の検出効率を高めるように電流検出回
路３０を構成してもよい。
【００３６】
　次に、液晶表示装置１０において交流化反転を行う際に対向電極間に印加する信号電極
駆動信号Ｓｎと、走査電極に印加する走査電極駆動信号Ｇｍと、対向電極間に供給してい
る電流Ｉｃとのタイミングについて、図６を用いて説明する。図６は、テストパターンを
表示する際の信号電極駆動信号Ｓｎの波形と、各薄膜トランジスタ７９のゲートに印加す
る走査電極駆動信号Ｇｍの波形と、共通電極８８に流れる電流Ｉｃａ、Ｉｃｂの波形と、
共通電極８８に流れる電流の積分値Ｉｃａ（ｓｕｍ）、Ｉｃｂ（ｓｕｍ）との関係を示す
タイミングチャートである。
【００３７】
　図６では、薄膜トランジスタ７９のソースに所定の階調表示を指示する信号電極駆動信
号Ｓ１を交流化反転させて印加しておき、順次各画素の薄膜トランジスタ７９のゲートに
走査電極駆動信号Ｇｍを印加した場合において、共通電極駆動手段２６が共通電極８８に
供給している電流Ｉｃａ、Ｉｃｂを表している。ここで、信号電極駆動信号Ｓ１は、各画
素の画素電極７６に対して、正電圧印加時には電圧Ｖｐ（Ｖｐ＞０）を印加し、負電圧印
加時には電圧Ｖｎ（Ｖｎ＞０）のテストパターンを印加する信号である。ここで、共通電
極８８の印加電圧を信号電極駆動信号の中心電圧Ｖｃａに調整した場合には、（Ｖｐ－Ｖ
ｃａ）＝（Ｖｃａ－Ｖｎ）となるので、液晶層８４に印加される電圧には偏りが無く、液
晶表示素子７０の寿命を長くすることができる。
【００３８】
　さらに、調整前の共通電極８８の印加電圧がＶｃｂであった場合に、共通電極８８の印
加電圧を中心電圧Ｖｃａに調整する方法について説明する。調整前の共通電極８８の印加
電圧がＶｃｂであった場合には、走査電極駆動信号Ｇｍを各薄膜トランジスタ７９のゲー
トに順次印加することによって、調整前の共通電極８８に流れる電流Ｉｃｂが共通電極駆
動手段２６から共通電極８８に供給される。この共通電極８８に流れる電流Ｉｃｂは、図
３及び図４等に示した電流検出回路３０Ａ、３０Ｂ等を用いることにより、観測しやすい
電圧として取得することができる。
【００３９】
　この共通電極８８に流れる電流Ｉｃｂを検出して、Ｉｐ＋Ｉｎ＝０となるように中心電
圧調整手段１７、又は共通電極電圧調整手段２７等を調整してＩｐ＋Ｉｎ＝０とすること
により、交流化反転を行った際の対向電極印加電圧が正負対称になるように調整すること
ができる。調整後には、Ｉｐ＝－Ｉｎとなった調整後の電流Ｉｃａが得られる。
【００４０】
　次に、交流化反転回路から対向電極間に供給している電流を積分した電流積分値Ｉｃｂ
（ｓｕｍ）を用いて共通電極８８の印加電圧を中心電圧Ｖｃａに調整する方法について説
明する。
【００４１】
　また、図５等に示した電流検出回路３０Ｃを用いることによって、共通電極８８に流れ
る電流Ｉｃｂの偏りを直接検出して、交流化反転を行った際の共通電極８８の印加電圧の
調整や、信号電極駆動信号の中心電圧の調整に用いることができる。調整前の共通電極８
８に流れる電流Ｉｃｂ（ｓｕｍ）及び調整後の電流Ｉｃａ（ｓｕｍ）を図６に示す。
【００４２】
　図６に示すように、共通電極駆動手段２６から共通電極８８に供給している電流Ｉｃの
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によって、電流Ｉｃの観測が容易となる。そして、容易に共通電極８８の印加電圧の調整
や、信号電極駆動信号の中心電圧の調整を行ことができる。
【図面の簡単な説明】
【００４３】
【図１】本発明に係る液晶表示装置１０の概略構成を示す図である。
【図２】液晶表示装置を側面側から見た断面図である。
【図３】電流検出回路３０Ａの構成を示す図である。
【図４】増幅器を備えた電流検出回路の構成を示す図である。
【図５】増幅器と積分回路を備えた電流検出回路の構成を示す図である。
【図６】テストパターンを表示する際の各信号のタイミングチャートである。
【符号の説明】
【００４４】
　１０　液晶表示装置
　１２　階調変換手段
　１４　制御手段
　１６　信号電極駆動回路
　１７　中心電圧調整手段
　１８　走査電極駆動回路
　２０　バックライト
　２４　発光制御手段
　２６　共通電極駆動手段
　２７　共通電極電圧調整手段
　３０、３０Ａ、３０Ｂ、３０Ｃ　電流検出回路
　３２　増幅器
　３４　積分回路
　７６　画素電極
　７７　保持容量
　７９　薄膜トランジスタ
　８４　液晶層
　８８　共通電極
　Ｓｎ　信号電極駆動信号
　Ｇｍ　走査電極駆動信号
　Ｐｉ、Ｐｏ　端子
　Ｒｄ　電流検出抵抗
　ＳＷ　接続切替手段
　Ｐｃ　モード切替信号入力手段
　Ｓｃ　開放信号
　Ｃｉ　容量
　Ｒｉ、Ｒｒ　抵抗
　Ｉｃ　電流
　Ｖｉｃ、Ｖｃｂ　電圧
　Ｖｃａ　中心電圧
　Ｉｃａ（ｓｕｍ）、Ｉｃｂ（ｓｕｍ）　電流積分値
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解决的问题：通过精确地调节施加在液晶显示元件中的液晶层的相对电
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检测电路30具有公共电极驱动装置26，该公共电极驱动装置26进行使施
加在公共电极驱动装置26和对电极之间的电压反转的交流反转。 提供用
于检测电流的电流检测电路30。 通过一边观察由电流检测电路30输出的
电流一边调整施加在对置电极之间的电压，可以降低电压的偏差，可以
提供闪烁少，寿命长的液晶显示元件70。 可以的 [选型图]图1
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